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り議会だよ

市政のここが聴きたい!! 一般質問

24市民の声

信州やまほいく認定制度の議員研修会を開催しました 　５

特集  友好都市江戸川区に取り組みを学ぶ!! 　２

平成29年度一般会計決算を認定 ６

9月定例会で決まりました 　８
土地の取得（新総合体育館建設用地）

地域の均衡ある発展と住民福祉の充実のために

安曇野市でカヌースラローム大会

羽根田卓也カヌースラローム大会！
オーストリア選手がホストタウンの安曇野市に



取
り
組
み
を
学
ぶ
!!

友好交流の経緯・オーストリアのホストタウン

　

江
戸
川
区
と
の
交
流
は
、
旧
穂
高

町
が
旧
有
明
小
学
校
跡
地
を
江
戸
川

区
へ
譲
渡
し
た
こ
と
が
縁
で
始
ま

り
、
昭
和
49
年
２
月
15
日
に
友
好
都

市
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
８
月
４
日
、
安
曇
野
市

と
し
て
友
好
都
市
提
携
を
結
び
直

し
、
江
戸
川
区
民
ま
つ
り
や
花
火
大

会
へ
の
参
加
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
青

少
年
交
流
な
ど
を
通
じ
て
友
好
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
川
区
立
穂
高
荘
が
安

曇
野
の
大
自
然
の
中
に
あ
り
ま
す
。

自
然
の
恵
み
の
温
泉
宿
泊
施
設
で
、

や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
ま

す
。
江
戸
川
区
民
も
安
曇
野
市
民
も

利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
江
戸
川
区
と
の
縁
を

大
切
に
し
て
、
市
民
同
士
の
交
流
が

進
む
よ
う
に
議
会
と
し
て
も
働
き
掛

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
と
の
友
好

安
曇
野
市
は
東
京
２
０
２
０
の

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

　
　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

　

本
市
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
ク
ラ
ム
ザ

ッ
ハ
と
は
姉
妹
都
市
で
す
。
９
月
に

は
市
が
招
待
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

カ
ヌ
ー
女
子
選
手
２
名
が
来
日
し
、

明
科
の
前
川
で
の
「
羽
根
田
卓
也
カ

ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
」（
詳
細
は

４
ペ
ー
ジ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
滞

在
中
に
は
、
安
曇
野
・
ク
ラ
ム
ザ
ッ

ハ
友
好
会
主
催
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

も
訪
れ
、
市
民
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

チロル音楽と日本の唱歌の夕ベ

江戸川区立 穂高荘（旧有明小学校跡地）

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
の
交
流

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と

の
交
流
は
、
旧
豊
科
町
が
昭
和
60
年

に
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
を
開
設
し
た

頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
の
国
立
ガ
ラ

ス
専
門
学
校
が
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
に
あ
る

こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
視
察
し

た
こ
と
が
縁
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
６
月
に
双
方
の
友
好
会

で
友
好
協
定
を
結
び
、
平
成
５
年
11

月
に
は
自
治
体
同
士
で
姉
妹
都
市
提

携
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
11
月
４
日
、
安
曇
野
市

と
し
て
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
直
し
、

相
互
訪
問
な
ど
民
間
レ
ベ
ル
で
も
幅

広
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を
東

京
２
０
２
０
後
も
継
続
し
、
カ
ヌ
ー

競
技
も
含
め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の

人
的
交
流
や
文
化
的
交
流
に
取
り
組

ん
で
い
く
方
針
の
た
め
、
議
会
も
市

と
協
力
し
、
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
川
は
川
の
流
れ
が
緩ゆ

る

や

か
な
た
め
、
事
前
合
宿
地
と
し
て
の

利
用
は
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

友好都市盟約 40 周年記念に
本市が江戸川区へ寄贈したケヤキの前で

オーストリア共和国（Republic of Austria）
首都：ウィーン
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友
好
都
市

江
戸
川
区
に

友好都市交流・ホストタウン先進地視察

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
東
京

２
０
２
０
）
に
向
け
て
、
お
も
て
な

し
の
心
や
施
設
整
備
の
準
備
過
程
を

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
担
当
課
課
長
か

ら
お
聞
き
し
、
本
市
に
お
け
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

の
受
け
入
れ
の
参
考
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
知
事
の
「
レ
ガ
シ
ー
」（
後
世

に
残
す
遺
産
）の
意
向
を
具
現
化
し
、

後
世
に
負
担
な
く
有
効
利
用
す
る
方

式
は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の

再
配
置
を
含
め
、
検
討
す
べ
き
課
題

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
功
だ
け
で
は
な
く
、
大

会
後
の
取
り
組
み
に
も
重
き
を
置

き
、
青
少
年
の
教
育
・
文
化
交
流
の

お
も
て
な
し
、
安
心
安
全
に
向
け
地

域
住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
姿
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
な
ど
、
五
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
（
下

段
）
が
あ
り
、
区
の
未
来
へ
向
け
た

素
晴
ら
し
い
夢
の
計
画
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

江戸川区議会との交流

　

江
戸
川
区
は
２
０
１
６
年
１
月
に

東
京
２
０
２
０
に
向
け
、「
江
戸
川

区
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
大
会
の
成
功
と
区
の
発
展
に

向
け
た
五
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

１ 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

　

世
代
を
問
わ
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
実
現

２ 

教
育

　

外
国
語
や
外
国
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
国

際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成
の
推
進

３ 

文
化
・
国
際
交
流
・
お
も
て
な
し

　

国
内
外
の
来
訪
者
を
も
て
な
す

「
心
」
の
醸じ

ょ
う
せ
い成

や
、
魅
力
あ
る
地
域

資
源
の
発
掘
・
発
信

４ 

安
全
・
安
心

　

防
犯
・
防
災
対
策
な
ど
の
推
進
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
と
と
も
に
取
り

組
む
ま
ち
の
実
現

５ 
ま
ち
づ
く
り

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
環
境
負
荷
の
低

減
を
含
め
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
訪

れ
や
す
い
ま
ち
の
実
現

　

以
上
の
分
類
ご
と
に
、
策
定
に

至
っ
た
経
緯
や
こ
れ
か
ら
の
目
指
す

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
も

あ
る
江
戸
川
区
は
、
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
技
会
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
議
会
で
は
、
建
設
が
進
む

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
議
会
が
東
京
都
江
戸
川
区
を
視
察
（
８
月
２
日
〜
３
日
）

東
京
２
０
２
０
に
向
け
た

　

江
戸
川
区
の
５
つ
の

　
　

メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

　

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

会
場
を
視
察

江戸川区葛
か さ い

西臨海公園に建設中の
カヌースラローム会場

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
会
場
）

特
集

方
向
性
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

お
も
て
な
し
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
の
開
催
や
外
国

語
表
記
の
案
内
板
設
置
は
当
然
の
こ

と
、
商
店
街
の
方
を
対
象
に
し
た
研

修
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

会
後
に
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
も
共
感
し
、

本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
観
光
な
ど

の
取
り
組
み
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
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信州やまほいく認定制度の議員研修会

信州やまほいく認定制度の
議員研修会を開催しました

■長野県県民文化部次世代
　サポート課　竹内延彦さんを
　　　講師にお招きしました■

　

信
州
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
様
々
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
保
育
・
幼
児

教
育
が
自
然
保
育
で
す
。
そ
の
社
会
的
認
知
、
信
頼
性
、

質
の
向
上
を
担
保
す
る
た
め
に
、
自
然
保
育
に
取
り
組
む

団
体
を
長
野
県
が
独
自
に
認
定
し
、
支
援
す
る
仕
組
み

が
信
州
や
ま
ほ
い
く
認
定
制
度
で
す
。
特
化
型
と
普
及
型

（
下
記
※
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
生
来
持
っ
て

い
る
「
自
ら
学
び
成
長
し
よ
う
と
す
る
力
」
を
多
様
で

豊
か
な
直
接
体
験
を
通
じ
て
、
自
己
肯
定
感
と
自
信
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

信
州
や
ま
ほ
い
く
認
定
制
度

（
信
州
型
自
然
保
育
認
定
制
度
）と
は
？

　安曇野市は、「信州型自然保育
認定制度」をいち早く取り入れ、
平成 30年 10 月1日現在、市内の
公立認定こども園全園と３つの
認可外保育施設が認定を受けて
いますが、その制度運用や実態を
知るため議員研修会を行いました。
「しあわせな人生に不可欠な幼児期の育ちと学び」と題
した講演があり、幼児期の大切さや子どもをまんなか
に考える保育・幼児教育について学びました。
　「園によって周りの自然環境が異なるが、カリキュ
ラムの工夫は」「自然保育で育った子どもたちが小学校
以降の集団生活にうまく適合できるのか」等、活発な
質疑がされました。議会としても本市における保育・
幼児教育のますますの充実が図られるよう、見守っ
ていきます。

【自然保育に期待される主な効果】

※信州やまほいくの特化型と普及型

●子どもにとって
・自己肯定感、社会性、創造性等が向上する
・学童期の体力が向上する
・発達の凸凹や様々な特性を持つ子どもにも有益
である

●特化型
質・量ともに自然保育に重点を置いて取り
組んでいる（１週間で合計15時間以上）

●保育士にとって
・仕事のストレスが軽減され保育への意欲が向上する
・保護者とのコミュニケーションが広がり、信頼
関係が構築できる

●普及型
他のプログラムと一緒に自然保育にも積極的
に取り組んでいる（１週間で合計５時間以上）

●地域社会にとって
・子育てが楽しいという保護者が増える
・子育て世帯の「移住促進」の原動力になる
・地域住民の交流が広がり、地域が活性化する

講師　竹内延彦さん

研修会の様子
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安
曇
野
市
で
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

羽根田卓也カヌースラローム大会開催 「かがやく安
あ づ み の じ ん

曇野人 !」

　

２
０
１
８
年
９
月
23
日
（
日
）

に
、
安
曇
野
市
明
科
の
前
川

に
お
い
て
「
第
３
回
羽
根
田

卓
也
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

獲
得
記
念
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム
大
会
」（
愛
称
は
ハ
ネ
タ
ク

カ
ッ
プ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
競
技
者
は
、
招
待
選
手

３
人
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
子

選
手
２
人
と
日
本
人
女
子
選

手
１
人
）
と
一
般
選
手
71
人

の
合
計
74
人
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
手
作
り
感
の
あ
る
よ

い
大
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
前
川
で
は
、「
に
じ

ま
す
カ
ッ
プ
」
が
毎
年
６
月

に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
今
年

は
23
回
目
で
し
た
。
羽
根
田

さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
何

回
も
来
て
、
基
礎
的
な
練
習

を
積
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
両
大
会
は
安
曇
野

リ
バ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

羽
根
田
卓
也

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
で

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宮本 豊明さん
（穂高）

（大会出場選手）

森 正夫さん
（穂高）

（サイクリング途中で寄られて）

羽根田 邦彦さん
（愛知県豊田市）
（卓也さんの父親）

大沢 勇治さん
（松本市島内、
勤務地は明科）

（安曇野リバープレイ
ヤーズクラブ副代表）

丸山 繁子さん（明科）（左）と
山﨑 富美恵さん（明科）（右）
（販売ブースのスタッフ）

上條 美香さん
（穂高）

（今回の大会記念 Tシャツの
絵柄を担当）

小岩井 袈裟司さん
（明科）

（犬の散歩をしながら観戦）

ルールがわからない。
競技についてアナウ
ンスがあるといい。
大会をもっとPRする
といい。

カヌー大会が、ここに暮らしている豊か
さを見直すきっかけになってもらいた
い。オリンピックは手段の一つであって、
地元のよさを再認識して地元を好きに
なってもらいたい。

カヌー人口を増やすには、カヌー教室をやることや
行政が協力して道具を買い揃

そろ

えて使えるようにする
ことが必要。前川のコースは基本練習には一番よく、
安心してできる。

競技のことをみんながわか
れば見に来るし、やりたい
と思うのではないか。明科
（前川）でやっていると地元
の人たちに知らせたい。

もうちょっと周知
する方法が必要
では。地元から
バックアップして
いきたい。プール
での講習はいいこ
とで、子どもが始
めると周りの大人
も知ってくる。

前川は水量が安定して
いて、下

くだ

って上
のぼ

ってこら
れる珍しい川で、初心者
がレベルアップしていけ
る。小中学生にはすごく
いい。

観客が多くなって人気
が出てほしい。観覧席
があるといい。競技に
ついて知らないので、
説明があったり、気軽
に聞ける人がいたり
するといい。

初めて来た。勢いの
あるスポーツだと
思った。水が苦手だ
けれど、もし叶

かな

うな
らやってみたい。

特集 友好都市江戸川区に取り組みを学ぶ !!
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使ったお金は 404億

平成29年度
一般会計
決算を認定

（前年比4億9,958万円減）

平成29年度一般会計決算（議案第82号）

平成29年度国民健康保険特別会計決算（議案第83号）

◆安曇野市の一般会計および特別会計
※万円未満は、切り捨て処理をしているため、差引額に相違が生じています。

会計名 歳入 歳出 差引

一般会計 411億 3,561万円 404億 2,779万円 7億　782万円

特

別

会

計

国民健康保険 120億1,446万円 117億 2,053万円 2億9,393万円

後期高齢者医療 11億2,363万円 11億　243万円 2,119万円

介護保険 89億6,504万円 88億 1,487万円 1億 5,016万円

上川手山林財産区 252万円 159万円 92万円

北の沢山林財産区 82万円 25万円 56万円

有明山山林財産区 126万円 24万円 101万円

富士尾沢山林財産区 96万円 20万円 76万円

穂高山林財産区 147万円 25万円 121万円

産業団地造成事業 1億1,395万円 1億1,335万円 60万円

観光宿泊施設 1,407万円 1,406万円 0万円

　

水道事業会計
収益的収支

収入 23億 4,129万円

支出 19億2,029万円

資本的収支

収入 7,499万円

支出 14億 　 72万円

下水道事業会計
収益的収支

収入 45億1,983万円

支出 38億2,900万円

資本的収支

収入  5億 6,111万円

支出 24億4,657万円

討　論

山田 幸与　５つの重点事業に取り組む中、人件
費等の削減を図っており、行政スリム化への取り
組みが行われている。また、財政健全化に向け
た取り組みもしっかり行われ、将来世代につけ
を回さない、持続可能な財政運営が確認できる。
その結果、市民福祉の向上にもつながっている。

臼井 泰彦　保険税の負担水準は他の医療保険
並みに引き下げることが必要。基金残高は平成
29 年度末、約８億円で、１世帯当たり１万円の
引き下げは可能。

一志 信一郎　国保運営は県が主体となり、高齢化
や医療の高度化により医療費が伸び、基金を取
り崩すことが想定される。今ある基金は必要で
ある。

井出 勝正　体育館計画は今も多くの市民に反対
意見がある。38億円、備品費１億5千万円、約40
億円の建物が今必要なのか。保育政策も２園だけ
整備計画から外し、統廃合・民営化は問題である。
廃止となった住

す

ま居
い

る応援制度も循環型地域経済
の観点から推進すべきだ。

反対の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

地域の均衡ある発展と住民
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平成 30 年  9 月定例会

2,700万円

平成 30年 9月定例会が 9月3日
から28日までの26日間開催され、
平成 29 年度決算を含む議案 37
件と請願 2件・陳情 5件が審議
されました。その中から、本会議
での質疑と討論を紹介します。

市民
一人あたりにすると
約41.3万円
2018年10月1日

現在

ふるさと寄附金

安曇野の里の湧水探索路事業

狩猟者確保事業

地下水保全施策

入浴料金割引券交付事業

災害時医療救護活動

給食センター学校給食費

地域の魅力を楽しむ体験型・
交流型の観光促進、自転車
を活用したまちづくり、教育
施設等の環境整備に活用
していく。

地元はもちろん、観光客にも
探索してもらう。案内板の
設置、周知は、管理者とと
もに対応する。

補助金意外にも県実施のハン
ター養成学校の周知や狩猟
免許試験を当市で開催する
よう県に協力する。

大手場水業者は条例前から
利用しているので、既得権
で規制は難しい。涵

かんよう

養策の
具体的な方向性は見

み い だ

出して
いない。

事業の目的と効果を十分説
明し、広報やコミュニティー
ＦＭ等でＰＲに努める。

市の災害時医療救護活動マニュアル検証委員
会で検討したが、現実的ではないとの意見。
市民には訓練を通じて啓発をしていく。

督促状、催告書の発送をしている。保護者の
同意を得て、児童手当から直接給食費を徴収
している。

私たち議会は決算内容の
これらの点に注目しました。

議案質疑

（ （

福祉の充実のために

答
問 給食費の未収金対策は。

答

答

問

問

3 年間の事業費合計が１億
140万円。それだけの効果が
あるのか。

狩猟者数の減少の食いとめ、
狩猟者確保の方策は。

答

問 ヨウ素剤の備蓄だけでなく、個別配布について
検討したか。

答

答

答

問

問

問

ふるさと寄附金現在高が17
億 5,100 万円。活用計画は。

地下水採取の上限量規制は
考えていないのか。新たな
涵
かんよう

養策は。

割引券利用率アップの方策は。
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可　決

可　決契約
議案第10号
明科南認定こども園建設事業建設主体工事請負契約について

召田 義人　体育館建設は合併協議会の懸
けんあん

案事業。本年度は詳細設計を進め、平成 32 年の
完成を目指している。行政はルールに従って粛

しゅくしゅく

々と進めている。

坂内 不二男　補正は用地補償の振り替えに伴うもの。メインアリーナはバスケットボールの
コート 2面を取ったときの安全性に配慮したもの。新総合体育館は、南社会体育館には整備
されていなかった更衣室やシャワー室や人と人との交流の場等で面積は増えるが、南部地域
の避難場所として大きな役割がある。

小松 芳樹　今回の補正は用地費用を補償費に充てるもので、土地を買うとかでなく、財源の
移動もない。追加の 2億 3千万円は、どれをとっても大事で緊急を有する。

増田 望三郎　新総合体育館建設には一貫して反対している。

猪狩久美子　公共施設再配置計画のスポーツ施設の床面積を減らす内容と整合性がない。
少子化・人口減を考えれば、維持管理費も抑制しなければならない。これと矛盾する。

小林 純子　新総合体育館整備計画に民意が反映されず、過剰な財政負担を将来につけ回す形
で進められている。建設は決まったことだが、少数意見の尊重も民主主義のルール。議会で
は少数であっても、世論や民意は決して少数ではない。

反対の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

補正予算
審議

反対の意見

9月定例会で

◎平成 30年度安曇野市の主な特別会計補正予算
特 別 会 計 補正額 補正後の額

国民健康保険（第１号）（議案第 73号） 1億 1,623 万円 105 億 8,666 万円
介護保険（第２号）（議案第 74号） 5,755 万円 93億 7,053 万円

（万円未満は切り捨て処理をしています。）

議案第98号　固定資産評価審査委員会委員に　神
ご う ど

戸美
み か

佳さんに同意した。
議案第99号　人権擁護委員の推薦につき　宮

みやざわ

沢雅
まさあき

明さん、有
あ る が

賀朝
あさいち

一さん、松
まつおか

岡信
のぶゆき

之さんを適任とした。人事案件

・契約金額　6億6,960万円

議案第72号
平成30年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

補正前の予算額　→　補正額　　　　→　補正後の予算額
403億7,300万円　　２億3,200万円　　 406億500万円
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可　決

竹内 秀太郎　社会資本整備総合交付金のためには 10ha の土地が必要。反対すると 10 億円
の損失が推測される。自らの考えと違っても議会の議決は最大限尊重すべきだ。体育館建設
は合併時の約束だ。8,450㎡から 7,300㎡に縮小され、事業費も検討を重ねて 38 億円となっ
たものだ。

松枝　功　合併時の約束だからでなく、新市で決定すべきものだ。体育館建設はスポーツに
よるまちづくりのために有効であり、市民の理解も得られる。土地取得は体育館建設に不可欠だ。

藤原 陽子　防災拠点という大きな役目を持つ総合体育館が南部には必要。早期に土地を取得し、
安心の施設になるよう取り組んでもらいたい。

増田 望三郎　新総合体育館建設と穂高プールの存続廃止は関連する。公共施設再配置計画
発表時に、穂高プール廃止が公表されていたら、体育館建設計画の議論も違うものになった
のではないか。全ての材料をオープンにして、市民とともに、体育館とプールを１つに考える
ことが公共施設再配置の本質だ。

猪狩久美子　体育館建設は、市民の身近にあって身の丈
たけ

に合ったものにすべきだ。市長は、
少子高齢化、人口減少でプールの廃止は避けられないという。自治体も時代の変化に対応し
ていかなければならないなら、体育館建設も例外であってはならない。市民の反対の声も大
きい。

小林 純子　新総合体育館は合併協議で持ち込まれた事業だが、合併後に市民アンケート
も取られなかった。アンケートを取っていたら、建たないと言われた。合併協では 6,100㎡
だったものを 7,300㎡にする必要はなく、土地の取得も必要ないと考える。

反対の意見

反対の意見

委員長報告では採択されるような内容だったが、継続審査となった理由は。

深い論議をするための継続ということだが、議会としてどのような実動をするのか。

陳情内容に誤解があるのではないか。国は種子法の役目が終わったと判断して廃止した。地方自治体で
同様の条例や要綱を作る付帯決議もされた。賛成の意見や継続審査とした理由は。

時間を延長して審査したが、陳情者から、代替案への移行や縮小、どちらも受け入れる用意があるとい
う表明があったので、十分時間をかけ審査する必要があると判断した。

陳情者、行政側双方から意見を聞き、合意点を見つけ、議会が間に入って役立つ努力ができるかどうか
協議して決めたい。

地方議会で同様の陳情が採択されている。6月の県議会で県条例を設ける請願が、全会派で採択された
という賛成意見があった。現時点では委員の認識、調査不足があり、継続審査とした。

答

答

答

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

反対の意見

決まりました ・全議案の審議の結果
　　   → 10ページ
・議案ごとの賛否
　　   → 11ページ 参照

引き続き、より深い審査をしていきます。

議案第97号　土地の取得について（新総合体育館建設用地）

平成 30 年  9 月定例会

問

問

問

〇継続審査となった２つの陳情について、本会議での質疑（答弁者は各委員長）
陳情第6号　安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情（福祉教育委員会）

陳情第7号　主要農作物種子法の復活をもとめる陳情（経済建設委員会）
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議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

山
田
　
幸
与

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第72号 平成 30 年度安曇野市一般会計補正予算（第２号） 9／28 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

議　案
第82号

平成 29年度安曇野市一般会計
歳入歳出決算の認定について 9／28 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第83号

平成 29年度安曇野市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について 9／28 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第85号

平成 29年度安曇野市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について 9／28 認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第95号 訴えの提起について

9／28 原案
可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第96号 市道の認定について

議　案
第97号 土地の取得について 9／28 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 議

陳　情
第４号 家庭教育支援法の制定を求める意見書提出の陳情 9／28 不採択 × × × × × × ○ × × × × × × × × × ○ ○ × × × 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた議案等）
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

お中元、お歳暮、入学祝い、結婚祝い、お祭りの寄附、お見舞い、
餞
せんべ つ

別、開店祝い、自
みずか

ら出席しない結婚式の祝儀・葬式の香典、各種
大会・祝賀会への寸志、社殿や本堂の修復のための寄附、
本文を自筆していない年賀状や寒中見舞状などの挨

あい さ つ

拶
状、有料で新聞に出す名刺広告、
災害見舞い・会葬御礼などの広告

寄附行為の禁止事項の例

※禁止される寄附の相手は有権者に限りません。18歳未満の人や社会福祉施設、市に対する寄附もでき
ません。
※地域で行われる各種催しに議員をお招きいただく際に、飲食を伴う実費・会費が必要な場合は、ご
案内文中に金額をご明示くださいますようお願い申し上げます。

寄附禁止寄附禁止
『寄附行為　しない、させない、求めない』
善意でしたことでも罰せられます。
議員ひとりひとりが襟

え り

を正して市民の皆さんと正しい関係
を築きます。

ご存知ですか？
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9 月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

19 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（倒木による家屋損傷事故に関すること）

受理

20号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

21号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

22号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（穂高北小学校教職員駐車場で発生したコンパネ飛散による
教職員自家用車への損傷に関すること）

23号 債権放棄の報告について（老人入所措置費個人負担金に係る
債権）

24号 平成 29年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について

25号 平成 29 年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特別
会計資金不足比率について

26号 平成 29 年度決算に基づく安曇野市観光宿泊施設特別会計
資金不足比率について

27号 平成 29年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安曇野市
下水道事業会計資金不足比率について

28号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（施設事故に関すること）

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

75 号 平成 30 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

原案
可決

76号 平成 30 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

77号 平成 30 年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

78号 平成 30年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

79号 平成 30 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

80号 平成 30 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算
（第１号）

81号 平成30年度安曇野市観光宿泊施設特別会計補正予算（第１号）

86号 平成 29 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定

87号 平成 29 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

88号 平成 29 年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

89号 平成 29年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

90号 平成 29年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

91号 平成 29年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

92号 平成 29年度安曇野市観光宿泊施設特別会計歳入歳出決算の
認定について

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

93 号 平成 29年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の認
定について

原案
可決
及び
認定94号 平成 29 年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び決算の

認定について

96号 市道の認定について 原案
可決

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

68号 安曇野市印鑑条例の一部を改正する条例
原案
可決

72号 平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

82号 平成 29年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の
認定について 認定

97号 土地の取得について

原案
可決100号 明科南認定こども園建設事業建築主体工事請負契約

について

101号 和解及び損害賠償の額を定めることについて
（自動車事故に関すること）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

69 号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

71号 安曇野市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

73号 平成30年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

74号 平成 30年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

83号 平成 29年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定84号 平成 29年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

85号 平成 29年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

95号 訴えの提起について 原案
可決

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

70 号 安曇野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 長野県池田工業高校への支援に関する陳情書 継続
審査

4号 家庭教育支援法の制定を求める意見書提出の陳情 不採択

5号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 採択

6号 安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情
継続
審査

7号 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

98号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

99号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願書
採択

2号 国の責任による 35人学級推進と、教育予算の増額を
求める請願書

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書

原案
可決2号 国の責任による 35人学級推進と、教育予算の増額を求める

意見書

3号 私立高校への公費助成に関する意見書

平成 30 年  9 月定例会

      

      

ページへページへ99

号）

ページへページへ99

ページへページへ1212

ページ・ページ・

ページへページへ

ページ・ページ・
ページ・ページ・
ページへ

99
1414

66
77
1212

ページ・ページ・

ページへページへ

ページ・ページ・

ページへページへ

88
1414

77
1212

ページへページへ99

ページへページへ1313

ページ・ページ・

ページへページへ

ページ・ページ・

ページへページへ

88
1313

88
1414
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陳情第 6号

陳情第 3号

陳情第 4号

松枝　 功　現在、国においてこのような法律の制定に向けた動きはなく、市においても各担当部局
が関係する条例等できちんと対応している状況なので、意見書を提出する時期ではない。

市からも多くの生徒が通っている高校の存続に関わることでもある。安曇野市
内に 4 つある公立高校の存続と関連性も考慮しながら引き続き慎重に審議
すべきだ。
　
以上の意見があり、継続審査としました。

・穂高プールをただちに廃止せず、つなぎの時間を設けつつ、市民との検討の
機会を設けてほしいという陳情で、1万 1,000 人を超える署名は重い。公共
施設再配置計画の試金石として、市民の声に議会がどれだけ寄り添えるか試
されているのではないか。

・プールの存続は財政面を考えれば慎重に検討する必要があるが、市側に市民
との対話をしてほしい、という市民の声に対してもっと取り組まなければ
ならない。市の利用者アンケート結果も整理されていない現実もあり、子ども
たちのために真剣に考え方向性を出す必要がある。

・市側のプール廃止の意向と陳情者の続けてほしいという希望が真っ向から
対立する状態だ。陳情が不採択の場合は、多くの市民の声を議会として見殺
しにすることになりかねない。福祉教育委員会の委員で市民の声を議会と
してどう受け止めるべきかを議論し、市民と市側が歩み寄るような調整が
できないか。

・穂高プールは市民の娯楽や健康増進、子どもたちの楽しみの場、居場所
づくりにも寄与しており、今後もそのような役割を継続させることは必要で
はないか。署名などから、陳情者の熱意が本当に伝わってくる。

・昨年の 9 月議会で不採択となったものとほぼ陳情項目が同じではあるが、
今回は署名が添えられていること、財政的にも合併特例債の期限が伸びた、
という２つの環境の変化があることを考慮すべきでないか。市は相変わらず
プール廃止を断言しているが、今回の陳情者の、議会に間に入ってほしいと
いう真

し ん し

摯な願いも考慮し、委員会協議会を開催し議論する時間が必要では
ないか。代替案の「あづみ野ランド」については、穂高広域施設組合議会で
議論する時間ももらいたい。
　

長野県池田工業高校への支援に関する陳情書

家庭教育支援法の制定を求める意見書提出の陳情

安曇野市唯一の市営穂高プールの継続を希望する陳情

以上の意見があり、継続審査としました。

意見として

意見として

反対の意見
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福祉教育委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 2 号）を含む議案 11 件と請願 2 件、陳情 4 件を、
9 月 21 日に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

福祉
教育

常任委員会報告

平成 29年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第 83号

議案第 82 号

議案第 85 号

平成 29 年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

猪狩 久美子　三郷西部認定こども園と三郷東部認定こども園が整備計画
から外され民営化の方向であること、保護者や職員、市民の批判や不安に
十分答えられないまま民営化を進めていること、保育士の約 7割が非常勤
職員という異常な状況であるため反対する。

猪狩 久美子　平成 29 年度から訪問介護・通所介護を地域支援事業に移行する総合事業が始まった。
国のガイドラインの内容では、必要な介護サービスも制限されかねない。介護保険の給付で支える
ことが必要ではないか。

猪狩 久美子　国保加入者は所得水準が低い層や年金暮らしの高齢者が大半を
占め、国保税の負担感が大きい状況で、国保税が上がると滞納者が増えるの
ではないか。平成 29 年度の基金残高は約 8 億 5 千万円あり、1 世帯あたり
1 万円の引き下げを提案してきた。国保税の引き下げを望む市民の切実な声
に応えていない。

中村 今朝子　両認定こども園の方向性については、一番よい方向を関係者
で検討している。非常勤職員の待遇についても、少しずつ改善している。
民営化については、保護者の必要なニーズに応えていくという意味でよい
と考える。

松枝 　功　新制度は、高齢者が社会参加をすることで介護認定に至
いた

らない健康な高齢者を増やして
いく視点に変わってきているものだ。開始から 1年でまだ評価に至らない状況の中、市はよく取り
組みを行っている。

中村 今朝子　国保税は決して安くないが、国保会計を維持していくために
必要。今後は県に移行される状況である。市では医療費抑制にもしっかり
取り組んでいる。

反対の意見

反対の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

賛成の意見

ページページ
6～6～1111
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9月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

今
後
予
定
す
る
大
型
事
業
を
考
え
た
場

合
、
施
策
の
見
直
し
や
経
費
の
節
減
に

本
気
で
取
り
組
ま
な
い
こ
と
に
は
、
第

５
次
財
政
計
画
の
見
直
し
結
果
よ
り
厳

し
い
財
政
運
営
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
や
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画

の
実
行
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
経
営
的
視
点
に
よ

る
施
策
の
見
直
し
や
行
政
改
革
の
視
点

か
ら
経
費
節
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
だ
。
公
共
施
設
再
配
置
計
画
は
ハ
ー

ド
面
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ス
リ
ム
化

で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
捉と

ら

え
て
い
る
。

　

問 

穂
高
プ
ー
ル
は
、「
施
設
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
の
市
民
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
委
託
料
の
減

額
や
利
用
料
金
の
値
上
げ
で
見
直
し
す

る
な
ど
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
な

が
ら
段
階
的
な
対
応
も
視
野
に
入
れ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
方
策
と
考
え
る
が
。

市
長 

廃
止
の
方
向
性
は
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

庁
議
に
お
い
て
ま
だ
結
論
を
出
し
て
い

な
い
が
、
こ
の
結
論
を
踏
ま
え
な
が
ら

判
断
し
、
議
会
の
判
断
を
お
願
い
す
る
。

　

問 

気
に
な
る
経
費
と
し
て
、
予
算
書
の
各

所
に
計
上
さ
れ
て
い
る
借
地
料
は
相
当

な
額
で
あ
る
。
現
在
、
支
払
っ
て
い
る

借
地
料
単
価
の
算
定
は
妥
当
な
の
か
。

ま
た
、
普
通
財
産
と
な
っ
て
い
る
土
地

の
処
分
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長 

土
地
を
貸
し
て
い
る
側
と
借
り
る
側
の

意
思
が
統
一
で
き
ず
苦
慮
し
て
い
る
が
、

公
平
公
正
な
市
政
運
営
と
、
税
金
を

捻ね
ん
し
ゅ
つ

出
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
、
市
の
基
準
に
沿
っ
た
形
で
見
直
し

を
逐ち

く
じ次

進
め
て
い
き
た
い
。

財
政 

将
来
的
に
も
必
要
の
な
い
普
通
財
産
は
、

積
極
的
に
処
分
を
検
討
し
て
い
く
。

健
全
な
財
政
運
営
の
継
続

を
目
指
し
た
行
政
運
営
を

清政会
山田 幸与

健全化判断比率の推移

　

問 

須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成

７
年
度
に
県
に
よ
る
仮
設
計
が
行
わ
れ
、

検
討
さ
れ
た
が
、
平
成
15
年
度
公
共
事

業
見
直
し
が
あ
り
、
今
日
ま
で
休
止
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
の
調
査
結

果
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長 

県
で
は
、
平
成
28
年
度
の
調
査
で
ト
ン

ネ
ル
予
定
範
囲
を
延
長
約
２
９
５
メ
ー

ト
ル
と
し
、
こ
れ
を
含
む
未
改
良
区
間

約
６
２
０
メ
ー
ト
ル
の
概
略
設
計
を
実

施
し
た
。
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン

２
・
０
（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）
の

中
で
、
当
該
路
線
は
事
業
化
に
向
け
て

調
査
の
実
施
を
検
討
す
る
道
路
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
市
は
須
砂
渡
ト
ン

ネ
ル
建
設
促
進
協
議
会
を
平
成
26
年
３

月
18
日
に
設
立
し
、
長
野
県
建
設
部
長

に
早
期
事
業
化
に
向
け
て
要
望
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
努
め
て
い
く
。

　

問 

文
書
館
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
の
将

来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 

文
書
館
は
、
歴
史
的
も
し
く
は
文
化
的

価
値
を
有
す
る
公
文
書
等
を
収
集
・
保

存
・
閲
覧
に
供
し
、
調
査
・
研
究
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
。
新
し
い

博
物
館
設
置
に
至い

た

る
ま
で
は
、
文
書
館

を
含
め
既
存
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
博

物
館
事
業
を
展
開
す
る
。

教
部 

文
書
館
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、
専
門

の
講
師
を
招
き
、
公
文
書
管
理
制
度
や

文
書
館
の
役
割
等
の
講
演
会
を
予
定
し

て
い
る
。
10
月
１
日
の
開
館
記
念
企
画
、

『
明
治
１
５
０
年
・
松
澤
求
策
と
国
会
開

設
運
動
展
』
を
開
催
し
、
今
後
は
臼
井

吉
見
な
ど
人
物
顕け

ん
し
ょ
う

彰
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
２
０
１
９
年
11
月
に
全
国
歴
史

資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
の
第

45
回
全
国
大
会
を
誘
致
す
る
。
学
校
文

書
や
地
域
に
残
る
区
の
文
書
な
ど
の
資

料
収
集
も
進
め
た
い
。

須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
建
設
を

須砂渡トンネルの予定地

清政会
一志 信一郎

47.1

63.7 61.2

49

35 33
25.1 2014.4 14.4 13.6 12.9

12 11.7 10.7 10.5 9.6 9.4

15
22.5 22.2 18.2

70
60
50
40
30
20
10
0
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

実質公債費比率 将来負担比率
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意見として

常任委員会報告

主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

・種子は日本全国一定で決めるのではなく、それぞれの地域によって守っていくべき
種子がある。地方の裁量によって決められる条例等を作り、守っていくことが本来の
地方分権である。

・要綱だけでは不十分だ。県でも条例を設ける請願が議会で採択されており、これを
重く考えるべきだ。

・種子の品質が安定したり農業をめぐる変化があり、廃止されたと考える。
・都会と田舎では全く状況が違うので、国で管理するより県で主体性を持ってやるべきだ。
・米は日本文化そのものであるが、米離れになっている。その原因は種子法により奨

しょうれい

励品
種ばかり作り、米の多様性がなくなっているのも一因だと思う。

・民間参入を促すことは、米文化を守っていくためには絶対に必要なことだ。

議案第７号

経済建設委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第 2号）を含む議案 19 件と陳情 1件を、9月 25 日
に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→

経済
建設

総務環境委員会では、付託された平成 30年度安曇野市一般会計
補正予算（第2号）を含む議案4件を、9月20日に審査しました。

議案名や本会議での議決結果等→
総務
環境

歳入歳出　2億 3,200 万円の増額について審査しました。

新総合体育館建設に関わる新たな土地の取得について審査しました。

議案第 72号

議案第 97 号

臼井 泰彦　新総合体育館の建設は、次の世代に大きな負担を残す計画であり、市民からもいまだに反対の意見が多
く聞かれる。

臼井 泰彦　新総合体育館の建設は次の世代に大きな負担を残す計画であり、関連する土地の取得については反対する。

小松 芳樹　財政面では社会資本整備総合交付金を活用するなどしており、国・県の交付決定によるところが主であり、
また事業を進めるうえでも必要な予算と考える。

宮下 明博　国の交付金の申請をするには 10ha 以上の土地が必要であり、今回の土地取得について賛成する。

反対の意見

反対の意見

反対の意見

平成 30年度安曇野市一般会計補正予算（第 2号）

土地の取得について

賛成の意見

賛成の意見

以上の意見があり、県の状況を見て調査・研究をすべきものとして継続審査としました。

小林 純子　将来の財政負担を考えると新総合体育館建設は、すべき事業ではないと考える。

ページ・ページ・

ページへページへ

88
1010

ページ・ページ・

ページ・ページ・

ページへページへ

88
99
1010
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9月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

進
行
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
説
明
を
行
う
。

総
務 

専
門
部
署
を
設
け
ず
、
施
設
単
位
で
。

　

問 

長
峰
荘
、
穂
高
プ
ー
ル
、
ま
ち
づ
く
り

会
館
へ
の
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
。

商
工 

長
峰
荘
は
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
。
ま

ち
づ
く
り
会
館
は
協
議
を
重
ね
る
。

教
部 

穂
高
プ
ー
ル
は
廃
止
の
方
針
。
意
見
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
踏
ま
え
方
向
性
を
出
す
。

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

２
０
１
９
年
度
中
に
全
園
に
設
置
す
る
。

教
長 

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
確
保
す
る
。

　

問 

保
育
・
教
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

福
祉 

早
期
に
全
園
の
遊
戯
室
に
設
置
す
る
。

教
部 

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
は
見
極
め
る
。

　

問 

熱
中
症
対
策
や
見
守
り
の
促
進
を
。

保
健 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
。
熱
中
症

予
防
の
説
明
と
水
分
摂
取
の
声
が
け
も
。

教
部 

学
校
に
柔
軟
対
応
を
と
る
よ
う
指
示
。

福
祉 

熱
中
症
対
策
と
訪
問
見
守
り
活
動
を
。

　

問 

促
進
と
推
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。

　

問 

森
林
づ
く
り
県
民
税
や
仮
称
森
林
環
境

譲
与
税
等
を
活
用
し
、
里
山
整
備
利
用

や
屋
敷
林
保
全
等
の
新
施
策
の
推
進
を
。

農
林 

里
山
整
備
は
県
の
検
討
結
果
を
見
な
が

ら
対
応
。
屋
敷
林
保
全
は
該
当
し
な
い
。

　

問 

森
林
環
境
譲
与
税
等
の
活
用
で
森
林
の

少
な
い
友
好
都
市
と
連
携
し
た
森
林
整

備
や
木
材
利
用
の
取
り
組
み
を
活
発
化

し
、
都
市
・
農
山
村
交
流
等
の
促
進
を
。

政
策 

取
り
組
み
が
決
ま
れ
ば
情
報
提
供
す
る
。

教
長 

幅
広
い
年
齢
の
人
の
交
流
を
期
待
す
る
。

市
民
の
た
め
の
公
共
施
設

再
配
置
計
画
の
進
行
を

清政会
林　 孝彦

市民の要望の強い穂高プール

森
林
経
営
管
理
の
促
進
と
新
た
な

施
策
の
推
進
を

　

問 

２
０
１
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
制
度

は
、
本
年
ま
で
の
５
年
間
で
65
歳
以
上

の
全
人
口
を
カ
バ
ー
す
る
経
過
措
置
期

間
を
設
け
、
生
涯
に
１
回
だ
け
制
度
を

活
用
し
た
接
種
が
可
能
で
あ
り
、
大
き

な
医
療
費
削
減
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。
本
市
の
接
種
率
を
伺
う
。

保
健 

２
０
１
７
年
度
の
接
種
率
は
61
・
５
％

で
、
県
下
19
市
で
最
も
高
い
数
字
で
あ
る
。

　

問 

接
種
し
て
肺
炎
予
防
す
る
こ
と
は
、
高

齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の

削
減
に
大
き
く
寄
与
で
き
、
災
害
時
の

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
も
未
接
種
者
対

策
は
重
要
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
65

歳
の
方
だ
け
が
対
象
に
な
る
。
１
年
間

の
救
済
措
置
を
取
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

保
健 

定
期
接
種
の
対
象
範
囲
を
越
え
て
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

２
０
１
８
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
、
第

２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
基
本
理
念

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
長 

高
齢
者
が
新
た
な
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
の
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
の
施
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
学
び

続
け
る
こ
と
に
生
き
る
意
義
や
価
値
を

見
出
し
、
そ
の
成
果
を
後
世
に
伝
え
て

次
代
を
育
む
先
導
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

問 

高
齢
者
が
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

と
と
も
に
学
ぶ
小
中
学
校
聴
講
生
制
度

は
、
生
涯
学
習
と
学
校
教
育
の
観
点
や
、

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
く

た
め
に
も
有
効
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
長 

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
参
考

に
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

○
学
校
・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で

医
療
費
削
減
を

公明党
中村 今朝子

保
育
・
教
育
施
設
等
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
等
の
暑
さ
対
策
や
、
熱
中
症

対
策
の
促
進
を

小
中
学
校
聴
講
生
制
度
を
提
案
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

教
育
・
保
育
の
環
境
に
つ
い
て
聞
く
。

暑
さ
対
策
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
等
冷
房
設
備
が
必
要
な
部
屋
数
、
財

源
等
調
査
、
報
告
を
指
示
し
た
。
冷
房

設
備
の
取
り
組
み
が
先
行
し
て
い
る
長

野
市
、
千
曲
市
に
学
ぶ
た
め
職
員
を
派

遣
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の

遊
戯
室
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
体
温
調

節
能
力
が
低
い
幼
児
の
健
康
を
優
先
さ

せ
る
た
め
整
備
計
画
を
前
倒
し
し
、
全

園
へ
設
置
を
目
指
し
た
い
。
そ
の
た
め

新
年
度
予
算
に
計
上
し
、
財
源
は
ふ
る

さ
と
寄
附
金
等
の
活
用
も
視
野
に
い
れ

る
。

　

問 

夏
休
み
を
長
く
す
る
考
え
は
。

教
長 

授
業
時
数
の
確
保
、
秋
に
行
わ
れ
る
行

事
、
保
護
者
の
声
等
の
課
題
が
あ
る
。

他
の
長
期
休
業
も
含
め
、
年
間
計
画
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
学
校
関
係
者
、

保
護
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
検
討
し
た

い
。

　

問 

不
審
者
情
報
は
増
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
不
審
者
の
発
見
や
抑
止
力
の
た

め
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

や
あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
に
よ
る
放
送
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。

総
務 

人
命
を
守
る
た
め
に
迅
速
な
対
応
が
必

要
な
事
案
と
判
断
し
た
場
合
の
み
行
っ

て
い
る
。
警
察
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、

連
携
を
密
に
対
応
し
た
い
。

　

問 

午
前
の
授
業
の
疲
れ
を
い
や
し
、
午
後

の
授
業
へ
の
取
り
組
み
、
や
る
気
や
集

中
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
に

昼
寝
の
時
間
を
設
け
る
考
え
は
。

教
長 

給
食
の
片
づ
け
の
後
10
分
か
ら
15
分
の

時
間
の
確
保
は
可
能
で
あ
る
。
昼
寝
の

効
果
を
校
長
会
等
に
も
伝
え
て
給
食
後

の
過
ご
し
方
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
の
た
め
に
」
問
う

政和会
平林 德子

西穂高認定こども園の様子（エアコン設置済）
（遊戯室は来年度全園へ設置の予定）

　

問 

私
は
今
年
の
猛
暑
は
来
年
以
降
も
続
く

と
判
断
し
、
８
月
上
旬
に
、
全
て
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
要
請
し
、
そ
の

費
用
に
つ
い
て
積
算
す
る
よ
う
担
当
課

長
に
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て

伺
う
。

教
部 

12
月
議
会
に
は
、
冷
房
設
備
の
導
入
に

係
る
概
算
事
業
費
を
示
せ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

福
祉 

現
在
の
計
画
で
は
、
２
０
２
３
年
度
ま

で
に
全
て
の
保
育
施
設
の
遊
戯
室
に
、

冷
房
設
備
を
整
備
す
る
計
画
を
、
前
倒

し
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。
３
歳
以

上
児
の
保
育
室
等
へ
の
冷
房
設
備
の
設

置
に
伴
う
全
体
費
用
の
積
算
に
つ
い
て

は
結
果
が
出
次
第
、
委
員
会
な
り
議
会

に
報
告
す
る
。

　

問 

園
児
、
児
童
、
生
徒
た
ち
を
酷
暑
の

環
境
か
ら
早
期
に
開
放
し
て
あ
げ
る

た
め
に
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
全
教
室
エ
ア
コ
ン

設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
長 

冷
房
設
備
が
必
要
な
部
屋
数
、
整
備
期

間
、
財
源
問
題
、
維
持
管
理
費
な
ど
速す

み

や
か
に
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
指
示
を

し
た
。
合
併
特
例
債
の
活
用
が
可
能
か
、

関
係
機
関
と
相
談
を
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

問 

地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
中
で
、
市
民

の
多
様
な
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
自

主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

財
政 

事
業
所
や
住
宅
等
の
建
設
促
進
を
図
り
、

固
定
資
産
税
の
収
入
を
図
る
。
新
た
な

雇
用
の
場
を
確
保
し
、
若
い
世
代
の
市

外
転
出
超
過
に
歯
止
め
を
か
け
る
等
の

施
策
を
展
開
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
充
実

認
定
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

清政会
竹内 秀太郎

穂高南小学校の特別教室（図書館）
に設置されているエアコン

財
政
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
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9月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
…
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
こ
と
。
公
共
施
設
の
設
計
建
設
等
に
民
間
資
金
を
活
用
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
民
間
主
導
で
行
う
手
法

　

問 

８
月
に
報
告
が
あ
っ
た
三
郷
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
決
算
報
告
で
は
、
17
年
目
に
し

て
初
め
て
実
質
黒
字
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
市
民
の
方
か
ら
「
セ
ン
タ
ー
に
堆

肥
が
な
く
な
っ
た
よ
う
で
買
え
な
い
」

と
伺
い
、
現
地
を
確
認
す
る
と
、
原
料

の
糞

ふ
ん
に
ょ
う尿

類
が
山
積
み
で
、
攪か

く
は
ん拌

機
も
停

止
し
て
い
た
。
運
営
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
経
営
努
力
を
指

導
改
善
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

農
林 

所
長
が
交
代
し
、
良
質
な
堆
肥
製
造
に

お
け
る
引
き
継
ぎ
が
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
施
設
の
老
朽
化
、
特

に
屋
根
の
腐
食
で
雨
漏
り
が
影
響
し
、

攪
拌
機
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

副
長 

経
費
の
節
減
等
で
平
成
29
年
度
は
黒
字

と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

り
、
経
営
者
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ

ん
に
お
詫わ

び
す
る
。
今
後
は
経
費
の
節

減
は
も
ち
ろ
ん
営
業
努
力
も
重
ね
、
新

規
ユ
ー
ザ
ー
開
拓
等
を
実
施
し
て
い

く
。

市
長 

三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
長
年
の
赤
字
を

脱
却
で
き
た
の
は
、
利
用
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い

る
。
私
も
現
場
を
見
た
が
糞
尿
等
を
搬

入
す
る
畜
産
農
家
に
も
認
識
が
必
要
と

感
じ
た
。
セ
ン
タ
ー
・
市
・
畜
産
農
家

一
体
と
な
り
改
善
努
力
を
し
て
い
く
。

　

問 

平
成
17
年
に
法
改
正
さ
れ
、
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
お
け
る
安
全
対
策
が
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。

教
部 

防
火
設
備
の
安
全
点
検
を
実
施
中
な
の

で
、
仕
様
等
を
確
認
し
、
改
修
検
討
を

は
じ
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
森
林
管
理
経
営
法
の
施
行
を
受
け
て

堆た

い

ひ肥
製
造
が
一
時
止
ま
っ
た

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
今
後

公明党
小松 芳樹

三郷堆肥センターの施設改修が待たれる

　

問 

穂
高
プ
ー
ル
の
継
続
を
希
望
す
る
陳
情

が
出
て
い
る
。
指
定
期
間
の
延
長
を
有

意
義
に
使
い
、
市
民
と
充
分
な
対
話
を

し
て
い
る
の
か
。

教
部 

当
初
の
計
画
ど
お
り
市
民
説
明
会
を
行

い
、
プ
ー
ル
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
行
っ
た
。

　

問 

充
分
に
対
話
し
て
い
れ
ば
、
市
民
が
議

会
を
頼
っ
て
陳
情
を
出
す
こ
と
は
な
い
。

指
定
期
間
の
残
り
半
年
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
な
い
か
。

教
部 

市
民
説
明
会
で
活
発
な
意
見
を
も
ら
っ

た
の
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
予
定
は
な

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
、
運

営
の
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

今
後
は
民
間
の
資
金
で
公
共
施
設
を
新

設
す
る
こ
と
も
選
択
肢
に
加
え
る
べ
き
。

政
策
部
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
優
先
的
検
討
規
定

の
策
定
に
着
手
す
る
こ
と
を
願
う
。
穂

高
プ
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア

や
教
育
に
必
要
な
施
設
に
は
元
気
な
高

齢
者
の
力
が
不
可
欠
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
に
活
躍
の
場
を
用
意
し
な
い
限
り

地
方
創
生
は
な
い
。
働
け
る
高
齢
者
に

は
応
分
の
負
担
を
求
め
、
そ
の
余
力
を

次
代
を
担に

な

う
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
や
教

育
に
振
り
向
け
る
べ
き
。

市
長 

65
歳
以
上
が
高
齢
者
と
さ
れ
る
こ
と
に

大
き
く
抵
抗
感
を
感
じ
て
い
る
。
地
域

活
性
化
に
対
す
る
人
材
の
確
保
と
い
う

面
で
、
シ
ニ
ア
世
代
は
大
き
な
知
的
財

産
と
言
え
る
。
総
合
戦
略
で
は
、
若
者

や
女
性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
る
と
い
う
目
標
を
掲か

か

げ
て
い

る
が
、
安
曇
野
で
暮
ら
す
老
若
男
女
が

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
暮
ら
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
を

民
主
的
に
乗
り
越
え
た
い

政和会
遠藤 武文

シニア世代が子どもを支えるまちに

公
共
施
設
や
教
育
現
場
の
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
安
全
か

※
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

民
間
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀べ

い

撤
去
を
加
速

す
る
た
め
に
、
撤
去
後
、
軽
量
フ
ェ
ン

ス
に
す
る
場
合
に
補
助
を
受
け
ら
れ
な

い
か
要
望
す
る
。
ま
た
、
勧

か
ん
し
ょ
う奨

の
強
化
、

無
料
診
断
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

大
阪
北
部
地
震
に
お
い
て
、
登
校
途
中

の
女
の
子
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
と

な
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
補
強
か
撤
去
さ

れ
て
い
れ
ば
、
事
故
は
防
げ
た
。
市
の

通
学
路
調
査
で
は
、
３
１
０
余
り
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
存
在
し
、
こ
の
う
ち
老
朽

化
が
顕け

ん
ち
ょ著

な
10
カ
所
に
つ
い
て
、
撤
去

を
促

う
な
が

す
案
内
を
し
た
。
ま
た
、
本
市
は

緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
、
生

垣
を
設
置
す
る
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
撤
去
し
た
場
合
に
助
成
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

現
在
５
件
の
申
請
で
数
は
少
な
い
が
、

今
ま
で
実
施
を
し
た
所
へ
出
向
き
、
実

態
を
調
査
し
て
、
声
を
聞
く
よ
う
指
示

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
検
討

材
料
に
し
て
い
く
。

　

問 

盛
り
土
造
成
地
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
、

公
開
す
る
と
伺
っ
た
が
、
経
過
は
。

建
設 

大
規
模
盛
り
土
造
成
地
の
有
無
や
、
そ

の
位
置
等
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
２
０
１
８
年
度
予
算
に

調
査
費
を
計
上
し
、
業
務
委
託
に
よ
り

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
年
度
末
に
は

結
果
が
ま
と
ま
り
、
公
表
す
る
予
定
。

　

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
視
覚

障
が
い
の
方
々
に
配
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
更
新
す
る
と

伺
っ
た
。
そ
の
後
の
経
過
と
、
災
害
が

激げ
き
じ
ん甚

化
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
見
直

し
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務 

県
の
浸
水
想
定
区
域
調
査
が
２
０
１
９

年
度
に
行
わ
れ
た
時
点
で
更
新
予
定
。

地
震
は
、
第
３
次
被
害
想
定
に
基
づ
い

て
の
記
載
な
の
で
変
更
の
予
定
は
な
い
。

災
害
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り

公明党
藤原 陽子

2018 年度に行われた市の総合防災訓練

　

問 

合
併
か
ら
13
年
、
市
民
の
多
く
が
一
つ

に
な
っ
た
安
曇
野
市
を
実
感
す
る
も
の

と
し
て
、
市
誌
編
纂
や
新
市
立
博
物
館

は
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
長 

安
曇
野
市
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
等
を

一
つ
に
ま
と
め
た
安
曇
野
市
誌
と
し
て

編あ

み
直
す
必
要
が
あ
る
。
合
併
20
年
の

区
切
り
で
一
部
で
も
完
成
を
目
指
す
。

　

問 

新
市
立
博
物
館
構
想
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

は
ど
う
か
。

市
長 

現
在
の
郷
土
博
物
館
は
施
設
的
に
不
十

分
。
新
規
建
設
が
望
ま
し
い
が
、
既
存

施
設
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
市
に
ふ

さ
わ
し
い
博
物
館
の
実
現
を
図
り
た
い
。

　

問 

観
光
面
で
も
大
き
な
目
玉
に
な
る
可
能

性
は
高
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

商
工 

市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
歴
史
、

文
化
、
芸
術
も
重
点
に
据す

え
て
い
る
。

博
物
館
や
美
術
館
は
、
歴
史
文
化
等
を

体
系
的
に
学
べ
、
観
光
面
で
も
有
効
だ
。

　

問 

２
０
１
８
年
６
月
、
世
界
保
健
機
構
が

ゲ
ー
ム
障
害
を
新
た
な
疾し

っ
ぺ
い病

に
認
定
し

た
。
日
本
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
の
中
高
生
は
約
93
万
人
と
推
測
さ
れ

る
と
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
。
本
市

も
対
策
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
長 

本
市
で
も
看
過
で
き
な
い
状
況
だ
。
ス

マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
等
の
使
用
の
ル
ー
ル

作
り
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

問 

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
機
等
の
代
わ
り
に
な

る
遊
び
や
活
動
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
部 

他
者
と
の
関
わ
り
や
、
身
体
を
動
か
し

思
い
切
り
遊
ぶ
こ
と
は
重
要
。
市
も
体

験
型
の
活
動
の
充
実
を
図
る
つ
も
り
だ
。

保
健 

ゲ
ー
ム
依
存
を
疾
病
と
捉と

ら

え
、
親
へ
の

啓
発
も
推
進
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
市
に
お
け
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

政和会
小林 陽子

合併前の旧町村が編纂した町村誌

安
曇
野
市
を
一
つ
に
す
る

た
め
に
市
誌
編へ

ん
さ
ん纂

を
問
う

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
へ
の
対
策
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9月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

預
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
そ
の
ま
ま
の

姿
で
家
庭
に
帰
す
の
が
学
校
な
ど
の
危

機
管
理
の
基
本
。
８
月
10
日
に
市
議
団

と
し
て
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
や
こ

ど
も
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
熱

中
症
対
策
５
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
市

に
申
し
入
れ
た
。

市
長 

子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、

冷
房
施
設
の
必
要
な
部
屋
数
な
ど
調
査

を
指
示
し
た
。
個
人
や
介
護
を
必
要
と

す
る
家
庭
ま
で
は
非
常
に
難
し
い
課

題
。

　

問 

部
活
指
導
の
安
全
・
安
心
研
修
会
で
、

全
国
柔
道
事
故
被
害
者
の
会
代
表
な
ど

が
強
調
さ
れ
た
「
万
が
一
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
、
謝
罪
と
誠
意
あ
る
学
校
対
応

を
」
の
指
摘
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
長 

事
故
が
起
き
た
際
は
最
善
の
対
応
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
全
小
中
学
校
に
指
導
・

助
言
し
て
い
る
。
武
道
担
当
の
教
員
に

は
事
故
防
止
と
発
生
時
対
応
力
を
高
め

る
た
め
、
指
導
者
研
修
や
事
故
対
応
研

修
会
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
特
に

脳
震
と
う
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

と
認
識
し
て
い
る
。
紹
介
さ
れ
た
名
古

屋
市
立
向
陽
高
校
柔
道
部
の
例
を
、
学

校
の
と
る
べ
き
対
応
の
在
り
方
と
し
て

小
中
学
校
の
校
長
に
伝
達
し
た
。

　

問 

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
危
機
管
理
、

子
ど
も
の
実
情
と
相
談
窓
口
は
ど
う
か
。

教
部 

家
庭
児
童
相
談
室
、
子
ど
も
相
談
室
、

電
話
相
談
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、
複

数
あ
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り

に
く
い
。
相
談
業
務
を
統
合
し
、
環
境

を
整
え
、
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

　

問 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
可
視
化
は
ど
う
か
。

総
務 

県
の
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定

区
域
調
査
後
、
更
新
す
る
。
地
域
住
民

と
作
る
自
主
避
難
計
画
マ
ッ
プ
は
、
３

地
区
で
作
成
済
み
だ
。

子
ど
も
た
ち
を
、
そ
の
ま
ま
の

姿
で
帰
す
危
機
管
理

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

震度７の体験（東小倉地区防災訓練）

無会派
増田 望三郎

　

問 

保
育
無
償
化
に
な
れ
ば
子
ど
も
を
預
け

て
働
く
母
親
も
増
え
、
都
市
部
で
は
待

機
児
童
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

安
曇
野
市
で
は
ど
う
な
る
か
。

福
祉 

３
歳
以
上
児
は
ほ
ぼ
全
て
の
子
ど
も
が

施
設
を
利
用
し
て
い
て
、
ニ
ー
ズ
は
増

え
な
い
。
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
３

歳
未
満
児
は
施
設
整
備
も
進
め
て
い
る

が
、
待
機
児
童
の
増
加
は
現
時
点
で
は

予
測
し
か
ね
る
。

　

問 

保
育
無
償
化
に
よ
り
、
保
育
費
用
の
市

の
負
担
は
増
え
る
の
か
減
る
の
か
。

福
祉 

実
質
的
に
は
、
市
町
村
の
負
担
は
１
割

程
度
軽
減
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
と
国

は
説
明
を
し
て
い
る
。

　

問 

自
然
保
育
に
取
り
組
む
民
間
の
認
可
外

園
は
、
無
償
化
対
象
外
と
な
る
。
認
可

外
園
か
ら
認
可
園
に
子
ど
も
が
移
り
、

認
可
外
園
の
経
営
状
態
が
立
ち
行
か
な

く
な
る
の
で
は
。

市
長 

自
然
保
育
の
認
可
外
保
育
施
設
は
公
立

の
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
は
得
ら
れ
な

い
、
よ
り
自
然
保
育
に
特
化
し
た
も
の
。

独
自
性
を
発
揮
す
れ
ば
心
配
す
る
状
況

は
回
避
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

問 

自
然
保
育
は
本
市
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
。
今
後
も
自
然
保
育
推
進
の
方
針
は

変
わ
ら
ず
、
市
単
独
で
の
補
助
施
策
も

継
続
さ
れ
る
の
か
。

市
長 

今
の
体
制
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

無
償
化
に
よ
る
市
負
担
軽
減
分
を
財
源

と
し
て
、
自
然
保
育
の
民
間
認
可
外
園

に
上
積
み
補
助
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長 

本
市
の
子
ど
も
と
し
て
同
じ
条
件
が
望

ま
し
い
が
、
現
段
階
で
は
補
助
金
の
上

積
み
は
考
え
て
い
な
い
。
ど
う
い
っ
た

支
援
が
で
き
る
の
か
研
究
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
、
体
験
と

人
的
交
流
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

体験と人的交流で滞在型インバウンドを

保
育
無
償
化
と
ド
ッ
コ
イ

踏
ん
張
る
安
曇
野
市
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一 般 質 問

政和会
松枝 　功

　

問 

県
が
示
し
て
い
る
松
糸
道
路
Ｂ
ル
ー
ト

案
に
は
地
域
の
反
対
が
強
く
、
膠

こ
う
ち
ゃ
く着

状

況
に
あ
る
中
、「
地
域
理
解
が
得
ら
れ
る

ル
ー
ト
の
再
調
査
、
再
検
討
を
県
に
要

望
し
て
い
く
」
と
の
市
の
意
向
が
表
明

さ
れ
た
。
今
後
の
対
応
と
覚
悟
は
。

市
長 

市
が
厳
し
い
地
域
の
意
見
を
集
約
し
県

に
要
望
す
る
こ
と
で
現
状
を
打
開
し
た

い
。
Ａ
ル
ー
ト
の
実
現
性
も
含
め
た
再

検
討
を
文
書
で
申
し
込
む
。

　

問 

一
方
で
、
地
域
が
受
け
入
れ
可
能
な
ル
ー

ト
を
市
が
取
り
ま
と
め
、
県
に
提
案
し

て
欲
し
い
と
の
声
も
聞
く
が
。

市
長 

ル
ー
ト
は
事
業
主
体
の
県
が
方
向
づ
け

す
べ
き
こ
と
。
市
は
Ｂ
ル
ー
ト
に
拘

こ
だ
わ

ら

ず
実
現
性
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
出

た
上
で
、
県
に
協
力
し
て
い
く
。

　

問 

松
糸
道
路
は
不
要
な
道
路
だ
と
い
う
根

本
的
な
反
対
の
声
も
あ
る
が
。

市
長 
長
い
将
来
を
広
域
的
に
見
て
、
こ
の
地
域

が
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
道
路
で
、
建

設
促
進
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

問 

意
思
疎
通
が
途
絶
え
た
「
反
対
期
成
同

盟
会
」
と
の
関
係
修
復
が
必
要
で
は
。

市
長 

以
前
の
誤
解
等
を
解
い
て
、
今
回
県
へ
要

望
を
す
る
中
で
も
、
し
っ
か
り
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問 

明
科
地
域
14
地
区
の
説
明
会
で
も
市
か

ら
新
た
な
提
案
等
は
な
か
っ
た
。
前
回

６
月
議
会
で
は
、
長
峰
荘
に
つ
い
て
「
存

続
と
発
展
を
目
指
す
会
」
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
し
、
民
間
譲
渡
の
条
件
整
備
も

進
め
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
進
展
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
が
ど
う
か
。

市
長 

民
の
力
を
借
り
て
で
も
存
続
さ
せ
た
い
思

い
は
地
域
と
同
じ
。
指
定
管
理
期
間
も
少

な
く
な
っ
た
が
、内
部
協
議
を
深
め
、し
っ

か
り
取
り
組
む
。

課題の多い松糸道路　Ｂルート案

松
糸
道
路
の
ル
ー
ト
案

見
直
し
へ
の
市
の
対
応
は

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

穂
高
プ
ー
ル
は
単
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、教
育
的
、福
祉
的
、

さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
存
在
し
て
い

る
施
設
だ
。
こ
の
施
設
が
大
事
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
あ
る
か
。

市
長 

プ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
な
い
で
、
そ
の
時

代
、
時
代
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
は
あ
る
。
プ
ー
ル
が
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
教
育
効
果
が
上
が
ら
な
い
と
か
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
工
夫
す
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
形
の
中
で
で
き
る
。

　

問 

市
で
は
来
場
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
。
こ
れ
を
集
計
し
、
今
後
ど
う

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

教
部 

３
０
７
４
枚
を
回
収
し
、
現
在
集
計
を

し
て
い
る
。
今
後
の
プ
ー
ル
運
営
の
方

向
性
を
決
め
て
い
く
デ
ー
タ
の
一
つ
と

し
て
生
か
し
て
い
く
。

　

問 

民
営
化
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
と
い
う
こ
と
が

出
て
く
る
。
市
は
す
で
に
早
朝
延
長
保

育
、
未
満
児
保
育
、
土
曜
保
育
、
病
児

病
後
児
保
育
は
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
以
外
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
。
公
立

が
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
難

し
さ
は
何
か
。

福
祉 

保
護
者
の
就
労
形
態
も
多
種
多
様
化
し
、

早
朝
保
育
、
延
長
保
育
、
休
日
保
育
な

ど
の
時
間
的
ニ
ー
ズ
の
増
加
や
幼
少
期

か
ら
の
学
習
を
目
的
と
し
た
特
色
あ
る

保
育
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

公
立
は
公
平
性
に
基
づ
い
た
保
育
環
境

を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対

応
力
は
民
間
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

穂
高
プ
ー
ル
廃
止
を

め
ぐ
る
問
題

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

長
峰
荘
の
民
間
譲
渡
の
進
展
は
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9月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

２
０
１
９
年
４
月
25
日
か
ら
６
月
16
日

に
行
わ
れ
る
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
成

功
に
向
け
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
長 

国
道
１
４
７
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
水

色
の
花
を
、
拾
ケ
堰
じ
て
ん
し
ゃ
広
場

西
側
に
松
葉
菊
を
植
栽
予
定
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。
半
年
前

イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
る
。

　

問 

コ
ン
セ
プ
ト
に
安
曇
野
ら
し
さ
の
発
見

と
発
信
と
あ
る
が
、
全
国
、
世
界
に

ア
ッ
！
と
言
わ
せ
る
よ
う
な
、
安
曇
野

市
独
特
な
、
お
舟
や
人
形
、
巨
大
な
カ

ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、
昆
虫
の
彫
刻

を
展
示
す
る
と
か
、
安
曇
野
ら
し
さ
を

出
す
こ
と
は
ど
う
か
。

建
設 

予
算
面
に
も
制
約
が
あ
る
の
で
厳
し
い
。

　

問 

詰
所
の
新
築
、
改
築
に
あ
た
っ
て
の
基

準
と
、
駐
車
場
、
舗
装
工
事
等
の
周
辺

整
備
は
一
緒
に
で
き
な
い
か
。

総
務 

２
０
１
１
年
度
策
定
の
消
防
団
詰
所
耐

震
改
修
工
事
等
実
施
予
定
に
基
づ
い
て

実
施
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度
よ
り

詰
所
の
建
築
と
同
時
に
火
の
見
櫓

や
ぐ
ら

は
撤

去
し
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
を
設
置
す
る
。

ま
ず
は
詰
所
施
設
整
備
を
優
先
し
て
、

周
辺
整
備
は
そ
の
後
に
個
々
に
対
応
し

て
い
く
。
市
内
41
カ
所
の
う
ち
、
10
カ

所
が
未
舗
装
。

　

問 

消
防
団
員
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。
定
員
数
は
見
直
し
を
す
る

の
か
。

総
務 

２
０
１
８
年
８
月
に
市
長
か
ら
消
防

委
員
会
へ
消
防
団
組
織
と
団
員
定
数

等
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と
を
諮
問
。

２
０
１
８
年
度
末
に
中
間
報
告
を
、

２
０
１
９
年
10
月
に
最
終
答
申
を
行
う

方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

第
36
回
全
国
都
市
緑
化

信
州
フ
ェ
ア
の
取
り
組
み
は

市役所東玄関のカウントボード
（写真は９月 19 日時点のもの）

消
防
団
、
詰
所
の
整
備
、
消
防

車
両
に
関
し
て

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

無会派

平林 　明

無会派
小林 純子

　

問 

新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
は
好
調
で
、
入
湯

税
収
入
は
伸
び
て
い
る
。
市
に
と
っ
て

温
泉
は
地
域
振
興
や
観
光
振
興
の
重
要

な
資
源
。
そ
の
資
源
を
生
か
す
方
向
で

入
湯
税
の
使
い
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

財
政 

過
去
５
年
間
の
入
湯
税
収
入
の
平
均
は

４
千
２
７
０
万
円
余
で
、
２
０
１
７
年

度
は
５
千
89
万
円
。
入
湯
税
を
使
う
事

業
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
、
観
光
振

興
や
地
域
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

市
に
と
っ
て
温
泉
の
存
在
は
貴
重
で
あ

り
、
地
域
振
興
や
観
光
振
興
の
重
要
な

資
源
。
入
湯
税
の
政
策
的
な
有
効
活
用

は
。

財
政 

関
係
部
局
と
入
湯
税
の
配
分
等
を
協
議

す
る
中
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
充
当
し
、
予
算
化
す
る
の
が
よ
い
か
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

問 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
道
具
と
し
て
仕
事
の
仕
組
み
を
変
え

る
こ
と
で
職
員
の
意
識
が
変
わ
り
、
複

数
の
課
と
垣
根
を
越
え
て
連
携
の
取
れ

た
仕
事
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
庁
内
連
携
と
政
策

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

部
局
を
横
断
し
た
業
務
の
連
携
、
情
報

の
共
有
化
を
図
る
こ
と
を
指
示
し
て
い

る
が
、
よ
り
一
層
の
対
応
と
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

政
策 

職
員
の
横
断
的
な
連
携
と
情
報
化
の
推

進
と
い
う
こ
と
で
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
市
の
重
要
施
策
や
法
改
正
に
沿
っ
た

業
務
を
中
心
に
、
安
曇
野
市
情
報
化
基

本
方
針
を
策
定
す
る
予
定
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
活
用
に
つ
い
て
も
そ
の
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
で
庁
内
連
携
を

車椅子で入浴できるリフトを設置した浴室の事例

入
湯
税
を
目
的
税
と
し
て

政
策
的
に
活
用
し
よ
う
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

市
の
平
和
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

私
自
身
も
大
戦
で
父
を
亡
く
し
た
。
市

民
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
が

私
ど
も
の
責
務
で
あ
る
。
安
曇
野
市
平

和
都
市
宣
言
の
精
神
を
尊
重
し
、
地
域

に
根
差
し
た
平
和
活
動
を
推
進
し
た
い
。

特
に
若
者
に
は
、
学
び
、
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　

問 

市
に
お
け
る
戦
争
の
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

戦
争
の
惨さ

ん
か禍

を
学
ぶ
こ
と
は
、
平
和
な

未
来
を
つ
く
る
礎

い
し
ず
えに

な
る
。
博
物
館
や

文
書
館
の
活
動
、
市
誌
編
纂さ

ん

に
委ゆ

だ

ね
、

市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

　

問 

学
習
の
機
会
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務 

平
和
の
つ
ど
い
等
で
、
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
き
た
。

教
部 

戦
争
遺
跡
を
含
む
様
々
な
地
に
標
柱
を

設
置
し
て
い
る
。
地
域
の
要
望
を
聞
い

て
設
置
を
進
め
た
い
。
市
民
協
働
の
取

り
組
み
の
形
も
あ
る
。

　

問 

安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
の
制
定
後
の

評
価
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

総
務 

平
和
推
進
に
か
か
わ
る
事
業
は
、
10
周

年
に
拘

こ
だ
わ

ら
ず
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

戦
没
者
の
捉と

ら

え
方
、
そ
の
氏
名
の
確
認

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

戦
没
者
追
悼
式
に
お
け
る
対
象
者
は
戦

争
の
犠
牲
者
全
て
で
あ
る
。
市
と
し
て

把は
あ
く握

し
て
い
る
対
象
者
の
名
簿
は
な
い
。

　

問 

予
約
が
取
れ
ず
に
利
用
を
あ
き
ら
め
る

人
へ
の
対
応
を
伺
う
。

政
策 

状
況
調
査
を
年
内
継
続
し
、
見
直
し
を

検
証
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

　

問 

「
あ
づ
み
ん
」
実
利
用
者
の
減
少
傾
向
の

検
証
と
利
用
者
増
の
方
策
を
伺
う
。

政
策 

70
才
代
の
運
転
免
許
証
所
持
者
の
増
加

が
大
き
な
要
因
と
考
え
る
。

平
和
施
策
を
問
う

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

「
あ
づ
み
ん
」
の
運
行
見
直
し

有明演習地跡の説明板（豊里開拓記念碑横）

政和会
内川 集雄

　

問 

５
万
本
の
花は

な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
が
咲
き
誇
る
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
レ
ー
ズ
と
は
ほ
ど
遠
い
、
寂

し
い
限
り
の
あ
や
め
ま
つ
り
に
関
し
て
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長 

観
光
資
源
の
柱
と
な
る
花
菖
蒲
を
お
客

様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
な
い
と
い
う

状
況
。
こ
れ
で
は
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
の
素
材
と
し
て
は
大
変
難
し
い
。
信

州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り
を
今
後
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
に
し
て
い
く
の
が
妥

当
か
を
、
関
係
す
る
方
々
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

問 

連
作
障
害
等
の
対
策
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

建
設 

土
の
入
れ
替
え
や
客
土
、
良
質
な
堆た

い
ひ肥

の
混
入
、
ま
た
丈
夫
な
品
種
を
植
え
、

株
分
け
を
あ
わ
せ
て
実
施
、
業
者
に
よ

る
土
壌
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、
改
善

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

問 

安
曇
野
市
の
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ
る

信
州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り
は
、
安
曇

野
市
の
観
光
誘
客
と
し
て
ど
の
程
度
寄

与
（
貢
献
）
し
て
い
る
の
か
。

商
工 

あ
や
め
公
園
、
龍
門
渕
公
園
は
、
市
内

で
も
有
数
の
花
菖
蒲
の
名
所
と
し
て
観

光
情
報
の
発
信
に
努
め
て
き
た
。
県
外

か
ら
の
入い

り
込こ

み
は
減
少
し
て
い
る
。

信
州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り
の
位
置
づ

け
を
見
直
し
す
る
。

　

問 

日
本
全
国
か
ら
カ
ヌ
ー
愛
好
者
が
前
川

に
来
る
に
は
、
松
糸
道
路
が
必
要
だ
。

建
設 

高
規
格
道
路
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
ア
ク

セ
ス
性
が
高
ま
り
、
前
川
、
明
科
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
効
果
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
と
災
害
支
援
に
つ

い
て

寂しい限りのあやめ公園

信
州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り

に
関
す
る
課
題
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修
学
旅
行
の
都
会
の
中
学

生
と
一
緒
に
食
事
作
り
を

し
て
「
い
た
だ
き
ま
〜
す
」
の
時
、「
ワ
〜
、
野

菜
が
多
い
！
」
の
声
に
、
夫
と
私
が
驚
き
ま
し

た
。

支
え
て
い
る
の
は
、
身

の
ま
わ
り
に
当
た
り
前

の
よ
う
に
あ
る
豊
富
な
野
菜
と
聞
き
、
一
日
の

摂
取
目
安
は
３
５
０
グ
ラ
ム
と
教
え
て
も
ら
う

の
で
す
が
、
何
年
か
先
に
は
こ
の
野
菜
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
る
〜
!?
と
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
農
業
を
支
え
て
い
る
の
は
主
に
70
才
代

の
皆
さ
ん
で
す
。
５
年
先
は
生
産
量
が
減
り
、

輸
入
を
と
言
っ
て
も
、
世
界
で
も
食
糧
が
不
足

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
日
本
の
都
合
の
い
い
よ

う
に
は
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

耕
作
面
積
を
減
ら
そ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
農
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
か
ら
、

子
や
孫
、
ま
た
非
農
家
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、

も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な

り
ま
し
た
。
私
一
人
が
励
ん
で
み
た
と
こ
ろ
で

と
笑
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、「
何
事
も
隗か

い

よ
り

始
め
よ
」
と
言
う
し
、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

来
年
は
一
畝う

ね

増
や
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

若
い
農
業
後
継

者
の
人
が
何
人

も
い
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
畦あ

ぜ

道
で
「
お
疲

れ
さ
ま
で
す
」
と
声
を
掛
け
る
し
か
応
援
で
き

ず
に
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
と
は
、

議
員
に
な
ら
れ
る
前
か

ら
ご
縁
が
あ
り
、
誠
実
で
精
力
的
な
方
々
ば
か

り
で
、
頭
が
下
が
り

ま
す
。
安
曇
野
市
の

若
い
農
業
経
営
者
の

皆
さ
ん
の
夢
が
さ
ら

に
膨ふ

く

ら
み
ま
す
よ
う

お
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
。（
一
主
婦
の
独

り
言
、
ご
容よ

う
し
ゃ赦

く
だ

さ
い
。）

編 集 後 記

◆北海道胆
いぶ り

振東部地震は、地域の基幹産業である
農業に深刻な被害をもたらしました。厚

あつ ま

真町では、
収穫目前の田んぼへ土砂が流れ込み、コンバイン
が入らない状況の中、地域の絆で残されたコメの
収穫が代行されたとのことです。これから雪が降り
ますが、早期の復旧を祈るばかりです。
 委員　藤原陽子

◆大阪市の生活保護不正受給は2012年から14年
の３年間だけでも10億円を超える。回収マニュアル
を整備しているものの「費用対効果がない」との
理由で、民事訴訟を提起したことは一度もない。費用
対効果のあり方について考える材料にしたい。
 委員　遠藤武文

議会広報特別委員会
　委 員 長　林　孝彦　　副委員長　井出勝正
　委 　 員　小林陽子　　臼井泰彦　遠藤武文　松枝　功
　　 　 　　増田望三郎　藤原陽子　小松芳樹　召田義人
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12月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

開会時間は、本会議10：00～　委員会10：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

農
家
民
宿
で
、

市
議
会
議
員
の
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12/111/25
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本会議
（開会）

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（経済建設）

委員会
（福祉教育）

委員会
（総務環境）

本会議
一般質問・
議案質疑・
委員会付託

本会議
（閉会）

3026 27 28 29

本会議
（一般質問）

（天皇誕生日）（振替休日）

長
寿
県
長
野
を

私
の
ま
わ
り
に
も
、

来
年
は
、


